

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
2001 2002 2003
GNP比 2．54 2．68 2．46 2．47 2．49 2．61 2．84 2．91 一 一 一
GDP比 一 一 ｝ 2．44 2．49 2．55 2．79
2．87 3．19 3．32 3．28
出典：文部科学省『2004諸外国の教育の動き』教育調査133集，128頁。
　
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
七
八
年
か
ら
中
国
科
学
技
術
大
学
は
1
5
歳
以
下
の
大
学
レ
ベ
ル
の
学
力
を
有
す
る
少
年
ク
ラ
ス
の
募
集
を
開
始
し
、
そ
れ
以
降
、
北
京
大
学
、
清
華
大
学
、
交
通
大
学
、
南
京
大
学
な
ど
の
有
名
大
学
に
大
学
少
年
ク
ラ
ス
が
次
々
に
開
設
さ
れ
、
ま
た
、
初
等
・
中
等
教
育
段
階
で
の
実
験
ク
ラ
ス
が
始
ま
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
才
能
教
育
（
超
常
教
育
と
呼
ば
れ
る
）
は
一
定
の
成
熟
を
み
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
認
定
・
選
抜
の
難
し
さ
、
そ
の
費
用
の
問
題
、
才
能
児
に
対
す
る
理
解
不
足
、
配
慮
の
欠
如
等
に
よ
り
、
大
学
少
年
ク
ラ
ス
は
次
々
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
で
も
一
部
の
大
学
で
才
能
児
の
た
め
の
特
別
ク
ラ
ス
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
、
初
等
・
中
等
教
育
段
階
で
も
取
り
組
み
が
続
い
て
い
る
が
、
中
国
に
お
け
る
才
能
教
育
は
、
そ
れ
以
降
、
停
滞
期
に
入
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
要
因
と
し
て
、
教
育
予
算
の
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
教
育
費
の
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
解
消
が
長
年
の
大
き
な
政
策
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
表
1
は
、
公
財
政
支
出
教
育
費
の
対
G
N
P
比
お
よ
び
G
D
P
比
の
推
移
で
あ
る
。
　
中
国
で
は
、
長
年
の
教
育
関
連
借
入
金
が
多
額
な
上
に
、
教
育
規
模
の
拡
大
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
教
育
関
連
人
件
費
の
増
大
に
物
価
上
昇
が
重
な
っ
て
、
教
育
費
の
増
額
分
が
相
殺
さ
れ
、
教
育
費
の
不
足
は
今
な
お
際
立
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
先
進
諸
国
の
G
N
P
に
占
め
る
教
育
費
の
割
合
が
平
均
し
て
4
％
か
ら
6
％
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
国
で
の
教
育
費
の
割
合
は
、
少
な
い
と
い
え
よ
う
。
教
育
法
規
、
綱
要
、
計
画
と
い
っ
た
公
的
法
令
の
中
に
才
能
教
育
に
関
す
る
文
言
が
な
い
鏡
・
教
育
費
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
は
、
国
か
ら
の
＋
分
な
予
算
の
確
保
が
難
し
い
。
そ
し
て
、
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
に
、
国
や
地
方
政
府
か
ら
の
資
金
援
助
が
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ず
、
各
学
校
が
個
別
66東洋文化研究9号
に
資
金
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
で
は
、
も
と
も
と
教
育
関
係
の
法
規
は
殆
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
的
根
拠
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
中
国
が
国
と
し
て
才
能
教
育
に
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
で
は
、
時
に
法
令
以
上
の
力
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
共
産
党
や
国
家
首
脳
の
発
言
に
は
、
郵
小
平
の
よ
う
に
才
能
教
育
を
認
め
、
賛
同
・
支
持
す
る
よ
う
な
発
言
が
た
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
び
た
び
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
言
や
、
才
能
教
育
の
実
践
が
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
国
家
重
点
大
学
附
属
中
学
（
中
学
　
日
本
の
中
・
高
に
相
当
）
、
そ
し
て
、
大
都
市
の
重
点
中
学
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
楠
山
が
指
摘
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
才
能
教
育
に
対
す
る
国
家
の
同
意
や
意
向
が
含
ま
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
才
能
教
育
が
停
滞
期
に
入
っ
た
別
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
教
育
に
お
け
る
平
等
性
の
問
題
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
部
の
子
ど
も
に
の
み
特
別
な
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
へ
の
社
会
的
な
反
発
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
才
能
教
育
は
、
才
能
児
の
心
身
の
独
特
な
発
育
と
特
殊
な
需
要
に
合
わ
せ
た
教
育
で
あ
る
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、
平
等
主
義
や
素
質
教
育
と
は
相
容
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
2
1
世
紀
に
か
け
て
の
教
育
改
革
最
大
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
応
試
教
育
か
ら
素
質
教
育
へ
の
転
換
」
が
あ
る
。
児
童
生
徒
の
資
質
（
思
想
道
徳
、
教
義
や
科
学
、
心
身
の
健
康
、
衛
生
や
美
的
感
覚
、
労
働
技
術
な
ど
の
基
本
的
資
質
）
全
体
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
1
1
2
　
才
能
教
育
の
実
態
　
学
校
教
育
に
お
け
る
才
能
教
育
の
実
践
方
法
は
、
大
き
く
分
け
て
「
早
修
」
（
m
F
O
O
①
一
①
『
P
け
一
〇
b
「
）
と
「
拡
充
」
（
窪
二
。
『
ヨ
Φ
暮
）
と
に
　
　
　
（
9
）
分
類
さ
れ
る
。
早
修
と
は
、
通
常
の
年
齢
で
行
わ
れ
る
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
よ
り
も
進
ん
だ
内
容
の
学
習
で
あ
り
、
拡
充
は
、
様
々
な
教
育
的
経
験
を
通
し
て
、
理
解
の
深
化
・
拡
充
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
早
修
は
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
性
が
高
く
、
上
位
学
年
野添中国の才能教育の現状と課題67
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の
科
目
の
早
期
履
修
・
単
位
修
得
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
授
業
の
中
か
ら
無
駄
や
非
効
率
的
な
反
復
を
排
除
し
て
飛
び
級
を
行
い
、
先
取
り
学
習
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
認
定
基
準
は
大
変
高
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
天
才
児
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
対
象
と
な
る
。
拡
充
は
こ
れ
と
は
性
質
が
異
な
り
、
学
習
内
容
は
学
年
相
応
の
も
の
で
あ
る
が
、
通
常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
超
え
て
よ
り
深
く
広
い
内
容
の
も
の
を
学
習
す
る
。
そ
の
た
め
、
内
容
が
総
合
的
で
学
際
的
な
も
の
と
な
り
、
多
様
な
実
践
が
み
ら
れ
る
。
中
国
で
は
、
主
に
早
修
タ
イ
プ
の
才
能
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
　
初
等
教
育
段
階
に
お
け
る
才
能
教
育
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
ま
で
に
7
0
以
上
の
学
校
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
近
年
、
就
学
前
教
育
段
階
で
も
初
め
て
の
才
能
教
育
実
験
ク
ラ
ス
が
北
京
に
で
き
た
。
小
学
校
段
階
で
は
、
重
点
中
学
、
特
に
中
等
教
育
段
階
の
才
能
教
育
実
験
ク
ラ
ス
へ
の
入
学
を
目
標
と
し
て
お
り
、
4
年
間
で
小
学
校
の
課
程
を
終
え
る
早
修
タ
イ
プ
と
、
年
限
の
短
縮
は
し
な
い
拡
充
タ
イ
プ
と
が
あ
る
。
　
中
等
教
育
段
階
に
は
、
主
に
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
1
0
歳
程
度
で
入
学
し
、
4
年
間
程
度
で
重
点
中
学
卒
業
生
（
日
本
の
高
卒
に
相
当
）
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
早
修
タ
イ
プ
と
、
拡
充
タ
イ
プ
、
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
校
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
、
理
科
や
数
学
な
ど
の
特
定
の
教
科
・
科
目
に
特
化
し
て
、
種
々
の
教
科
領
域
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
・
コ
ン
テ
ス
ト
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
）
用
に
高
度
な
内
容
を
学
習
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
　
高
等
教
育
段
階
で
は
、
才
能
教
育
は
、
一
九
八
五
年
ま
で
に
1
2
の
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
ご
く
一
部
の
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
1
5
歳
よ
り
低
い
年
齢
で
大
学
生
レ
ベ
ル
の
学
力
を
示
す
子
ど
も
達
を
集
め
、
数
年
間
の
準
備
期
間
を
設
け
た
後
に
、
大
学
の
専
門
課
程
へ
進
学
す
る
コ
ー
ス
が
一
般
的
で
あ
る
。
　
初
等
・
中
等
教
育
を
通
し
て
早
期
入
学
、
飛
び
級
の
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
通
常
、
学
校
の
審
査
に
よ
り
、
進
級
先
の
学
年
の
平
均
的
な
成
績
を
取
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
。
他
に
、
課
内
、
課
外
、
校
外
活
動
全
般
に
お
い
て
、
個
別
学
習
指
導
、
68東洋文化研究9号
早
期
才
能
教
育
が
個
別
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
個
別
学
習
指
導
に
関
し
て
は
、
経
験
豊
富
な
教
員
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
学
校
外
の
専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
門
家
や
、
経
験
の
あ
る
保
護
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
　
才
能
児
の
認
定
は
、
全
国
的
な
基
準
が
な
い
た
め
に
、
実
施
主
体
で
あ
る
各
学
校
が
外
国
の
理
論
や
教
員
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
、
独
自
の
判
断
で
行
っ
て
い
る
。
中
等
教
育
段
階
で
は
知
能
テ
ス
ト
、
知
識
を
測
る
テ
ス
ト
、
応
用
力
を
見
る
テ
ス
ト
、
そ
し
て
、
厳
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
い
け
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
心
理
面
の
測
定
や
集
団
で
の
様
子
を
見
る
テ
ス
ト
も
あ
る
。
中
3
段
階
で
省
レ
ベ
ル
の
数
学
、
も
し
く
は
理
科
コ
ン
ク
ー
ル
で
1
0
位
以
内
に
入
り
、
か
つ
北
京
か
上
海
で
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、
才
能
児
と
し
て
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
制
度
も
存
在
す
る
。
全
国
統
一
大
学
入
試
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
才
能
教
育
を
行
う
際
の
問
題
点
と
し
て
、
ま
ず
は
、
通
俗
的
な
教
育
観
の
問
題
が
窺
・
中
国
で
は
・
校
長
の
力
且
里
は
・
大
学
に
行
く
生
徒
の
割
合
で
決
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
教
員
や
保
護
者
は
、
才
能
児
に
対
し
て
全
教
科
で
の
高
得
点
を
要
求
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
全
国
大
学
統
一
試
験
に
通
る
た
め
に
は
、
全
て
の
教
科
で
高
得
点
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
才
能
児
を
教
え
る
教
員
が
、
多
く
の
才
能
児
が
全
て
の
領
域
に
長
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
も
、
大
学
進
学
と
い
う
一
つ
の
目
標
に
突
き
進
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
得
意
な
領
域
の
伸
長
を
目
指
す
ア
メ
リ
カ
の
才
能
教
育
の
理
念
と
は
大
き
く
異
な
る
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
中
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
才
能
児
が
「
試
験
用
の
」
（
8
ω
け
－
鼠
匹
口
σ
q
）
、
も
し
く
は
、
「
授
業
の
た
め
の
」
（
8
ω
ω
o
ロ
ー
δ
喫
巳
⇒
σ
q
）
才
能
を
示
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
の
「
国
立
英
才
・
才
能
教
育
研
究
所
」
（
N
R
C
／
G
T
）
の
所
長
で
あ
る
レ
ン
ズ
ー
リ
（
勾
①
昌
N
二
＝
一
　
q
　
ω
　
　
　
　
　
　
層
　
　
　
　
・
　
　
　
。
）
は
、
才
能
を
「
学
校
内
の
」
（
ω
魯
o
o
貯
o
信
ω
①
）
才
能
と
、
「
創
造
的
・
生
産
的
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
（
R
①
讐
才
㊦
－
胃
o
α
琴
江
く
㊦
）
才
能
と
に
分
類
し
た
が
、
中
国
に
お
け
る
才
能
児
は
、
ま
さ
に
前
者
の
才
能
に
特
化
さ
れ
た
才
能
児
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
関
係
者
の
問
で
は
、
将
来
的
に
科
学
者
や
技
術
者
の
不
足
を
招
く
と
危
惧
さ
れ
て
以
翻
。
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次
に
、
大
学
の
入
学
試
験
が
才
能
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
た
し
か
に
計
画
　
7
0
的
に
短
期
間
で
完
成
を
目
指
す
実
験
ク
ラ
ス
等
で
は
ま
さ
に
「
学
校
内
の
才
能
」
を
開
発
し
て
、
高
い
大
学
合
格
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
号
し
か
し
全
国
統
一
大
学
入
試
の
よ
う
に
出
題
科
目
が
多
様
化
し
、
毎
年
の
よ
う
に
出
題
傾
向
・
内
容
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
対
応
が
難
　
禦
・
い
場
合
が
生
じ
る
の
で
あ
愈
れ
で
も
最
蝦
全
国
統
蚕
試
験
だ
け
で
は
な
濠
・
な
選
考
方
法
を
用
い
て
才
能
児
の
燗
大
学
入
学
の
機
会
を
増
や
す
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
他
の
問
題
点
と
し
て
、
才
能
児
が
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
．
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
優
勝
　
甦
や
名
声
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
が
廃
止
さ
れ
た
地
域
が
あ
る
こ
と
や
、
才
能
児
を
育
成
す
る
適
切
な
教
員
の
不
足
な
ど
も
　
　
　
　
　
（
1
5
）
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
中
国
で
の
才
能
教
育
の
実
態
を
よ
り
旦
ハ
体
的
に
見
る
た
め
に
、
一
校
を
例
に
と
り
、
ど
の
よ
う
に
才
能
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
概
観
す
る
。
以
下
に
取
り
上
げ
る
中
学
は
、
優
れ
た
教
員
と
整
備
さ
れ
た
施
設
に
お
い
て
、
早
修
と
拡
充
の
多
彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
多
く
の
生
徒
の
個
性
を
処
遇
し
て
大
規
模
に
才
能
教
育
を
行
う
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
中
国
国
内
に
お
い
て
も
、
国
際
的
に
も
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
学
校
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
学
校
内
の
」
才
能
と
「
創
造
的
．
生
産
的
」
才
能
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
伸
ば
す
試
み
が
行
わ
れ
、
様
々
な
問
題
の
あ
る
中
国
の
才
能
教
育
に
と
っ
て
、
新
た
な
可
能
性
を
生
み
出
す
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
と
目
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
具
体
例
と
し
て
選
定
し
た
。
1
1
3
　
中
国
人
民
大
学
附
属
中
学
で
の
実
践
例
　
中
国
人
民
大
学
附
属
中
学
（
以
下
、
人
大
附
中
）
は
、
一
九
五
〇
年
に
三
つ
の
大
学
が
一
つ
に
合
併
さ
れ
、
創
立
さ
れ
た
中
国
人
民
大
学
の
附
属
中
高
一
貫
校
で
あ
り
、
同
じ
く
一
九
五
〇
年
に
創
立
さ
れ
た
。
当
大
学
は
総
合
大
学
で
あ
り
、
現
在
、
人
民
社
会
科
学
研
究
の
拠
点
校
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
の
在
籍
数
は
約
二
万
人
で
、
今
ま
で
に
哲
学
者
、
文
学
者
、
歴
史
学
者
、
政
治
学
者
、
そ
し
て
共
産
党
や
政
府
の
指
導
者
等
を
2
0
万
人
ほ
ど
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
立
案
者
に
は
、
当
大
学
の
教
授
が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
　
人
大
附
中
は
、
教
育
部
（
日
本
の
文
部
科
学
省
に
相
当
）
の
直
接
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
九
〇
年
代
か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、
現
在
、
伽
も
の
選
択
授
業
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
才
能
教
育
の
実
践
は
、
全
国
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
質
と
量
を
誇
っ
て
い
る
。
　
才
能
教
育
を
展
開
す
る
た
め
に
、
教
員
の
資
質
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
大
附
中
で
は
、
優
秀
な
教
員
を
取
り
揃
え
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
度
で
は
、
特
級
教
師
が
2
3
人
、
国
家
公
務
員
の
教
師
が
1
4
人
、
地
方
公
務
員
の
教
師
が
1
7
人
、
博
士
・
名
誉
博
士
が
1
4
人
、
外
国
籍
の
教
師
が
1
4
人
、
他
は
非
常
勤
の
専
門
家
で
、
そ
の
内
大
学
教
授
が
二
十
数
名
含
ま
れ
て
い
る
。
　
こ
の
二
年
間
は
、
3
年
生
か
ら
5
年
生
を
毎
年
1
0
ク
ラ
ス
、
6
年
生
は
、
毎
年
1
8
ク
ラ
ス
を
募
集
し
て
い
る
が
（
一
ク
ラ
ス
4
0
人
前
後
）
、
同
校
に
入
学
す
る
た
め
に
は
、
論
理
的
思
考
能
力
が
重
視
さ
れ
た
「
超
常
児
童
総
合
素
質
調
査
」
と
い
う
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
校
の
二
〇
〇
六
年
度
「
超
常
児
童
実
験
班
」
（
才
能
児
実
験
ク
ラ
ス
）
新
入
生
募
集
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
123
新
入
生
募
集
の
範
囲
一
北
京
市
の
戸
籍
を
持
つ
小
学
校
卒
業
生
、
あ
る
い
は
、
北
京
市
の
正
式
な
戸
籍
待
遇
を
受
け
て
い
る
者
。
応
募
条
件
一
ω
良
好
な
知
力
、
創
造
力
、
お
よ
び
素
質
を
持
ち
、
総
合
的
に
才
能
が
発
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
者
②
学
科
や
芸
術
、
あ
る
い
は
楽
器
演
奏
、
書
道
、
美
術
な
ど
の
芸
術
領
域
や
、
演
説
、
演
技
な
ど
の
方
面
で
素
晴
ら
し
い
才
能
を
持
つ
者
（
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要
）
。
人
大
附
中
の
才
能
教
育
研
究
は
す
で
に
2
1
年
を
経
て
お
り
、
北
京
市
の
仁
華
学
校
は
、
本
校
の
才
能
教
育
の
実
験
拠
点
校
と
な
っ
て
い
る
。
同
校
卒
業
生
は
、
主
に
学
校
で
の
学
業
成
績
（
卒
業
す
る
と
き
の
総
合
成
績
）
が
参
考
に
さ
れ
、
才
能
教
育
課
題
チ
i
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ム
と
募
集
グ
ル
ー
プ
と
の
検
討
に
基
づ
い
て
合
否
が
決
定
さ
れ
る
。
合
格
基
準
を
超
え
て
い
る
生
徒
は
、
面
接
試
験
、
筆
記
試
験
、
　
　
口
述
試
験
を
受
け
た
上
で
、
人
大
附
中
才
能
児
実
験
ク
ラ
ス
に
進
学
す
る
。
自
薦
に
よ
る
北
京
市
の
他
の
学
校
出
身
者
は
、
そ
の
　
　
内
容
に
よ
っ
て
、
両
チ
ー
ム
の
総
合
評
価
お
よ
び
試
験
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
　
人
大
附
中
の
実
験
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
、
概
し
て
高
い
能
力
を
示
す
生
徒
が
多
い
が
、
一
部
の
生
徒
は
潜
在
的
な
才
能
が
開
花
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
生
徒
達
の
才
能
を
伸
長
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
才
能
児
の
共
通
し
た
特
性
と
し
て
、
強
烈
な
好
奇
心
と
深
い
知
識
欲
が
あ
る
の
で
、
才
能
を
顕
在
化
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
う
ま
く
誘
発
す
る
こ
と
が
才
能
教
育
の
成
功
の
鍵
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
多
種
多
様
な
才
能
を
伸
長
す
る
機
会
を
提
供
す
る
実
験
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
た
と
え
ば
、
論
理
的
思
考
や
推
理
判
断
能
力
、
口
頭
表
現
能
力
育
成
の
た
め
に
、
毎
学
期
に
朗
読
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
、
課
題
弁
論
大
会
、
即
興
演
説
、
詩
歌
や
文
学
、
演
劇
活
動
等
も
行
わ
れ
て
い
る
。
理
科
実
験
に
お
い
て
は
、
創
造
的
な
思
考
が
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
異
な
る
考
え
方
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
考
案
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
鳥
の
翼
が
飛
行
に
適
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
課
題
に
対
し
て
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
条
件
を
考
え
、
ク
ラ
ス
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
案
の
妥
当
性
を
議
論
す
る
。
ま
た
、
生
物
物
理
学
研
究
所
を
訪
問
し
、
電
子
顕
微
鏡
で
蝿
の
複
眼
を
観
察
す
る
な
ど
し
て
、
生
徒
自
ら
が
夢
中
に
な
っ
て
好
奇
心
の
芽
を
伸
ば
す
よ
う
な
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
超
伝
導
科
学
研
究
成
果
講
座
に
参
加
し
た
り
、
「
小
さ
な
発
明
、
小
さ
な
制
作
」
の
展
覧
会
を
参
観
し
た
り
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
実
践
活
動
を
通
じ
て
、
ひ
ら
め
き
、
洞
察
力
、
想
像
力
、
総
合
分
析
能
力
等
の
力
を
養
い
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
各
種
の
コ
ン
テ
ス
ト
、
数
学
や
物
理
な
ど
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
者
が
続
出
し
た
。
そ
し
て
、
卒
業
生
は
毎
年
、
全
員
が
清
華
大
学
、
北
京
大
学
、
科
学
技
術
大
学
な
ど
の
有
名
大
学
へ
入
学
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
達
が
考
案
し
た
も
の
が
国
家
特
許
庁
に
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よ
っ
て
認
可
さ
れ
、
製
造
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
人
大
附
中
で
は
、
才
能
教
育
の
成
果
が
「
名
誉
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
ま
た
、
有
名
大
学
進
学
が
、
才
能
教
育
の
重
要
な
目
的
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
で
は
、
レ
ン
ズ
ー
リ
が
分
類
し
た
「
学
校
内
の
」
才
能
の
開
発
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
見
る
と
、
「
創
造
的
・
生
産
的
」
才
能
の
伸
長
に
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
大
学
入
試
に
対
応
し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
良
く
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
人
大
附
中
の
試
み
は
、
今
後
の
中
国
の
才
能
教
育
に
と
っ
て
先
導
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
中
国
に
お
け
る
才
能
教
育
の
経
緯
と
そ
の
実
態
、
実
践
例
、
お
よ
び
問
題
点
を
見
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
経
緯
に
至
っ
た
中
国
社
会
の
背
景
を
、
経
済
と
教
育
と
の
関
係
か
ら
解
き
明
か
し
て
み
た
い
。
1
1
4
　
教
育
と
経
済
と
の
関
係
性
　
中
国
は
、
労
農
連
盟
を
中
核
と
す
る
中
央
政
府
・
共
産
党
中
央
委
員
会
の
一
党
独
裁
体
制
で
あ
る
。
政
治
教
育
を
も
っ
て
道
徳
教
化
・
人
格
の
養
成
教
育
と
し
て
お
り
、
党
に
よ
る
教
育
の
独
占
に
よ
り
、
教
育
は
国
家
目
標
の
た
め
に
機
能
し
て
い
る
。
中
国
で
は
教
育
を
経
済
と
の
関
係
で
捉
え
、
国
家
の
発
展
の
た
め
に
教
育
政
策
を
打
ち
立
て
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
社
会
主
義
的
計
画
経
済
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
改
革
開
放
政
策
が
採
ら
れ
、
市
場
原
理
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
・
背
景
が
あ
る
。
均
等
主
義
を
打
破
し
、
競
争
原
理
や
市
場
経
済
原
理
を
導
入
し
て
、
権
利
・
福
祉
と
見
ら
れ
た
教
育
を
改
革
す
る
こ
と
は
、
急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
九
八
五
年
の
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
「
教
育
体
制
改
革
に
関
す
る
決
定
」
に
お
い
て
、
「
知
的
資
源
」
と
し
て
の
「
人
才
」
（
人
的
能
力
）
は
、
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
発
展
に
必
要
な
各
レ
ベ
ル
、
各
種
の
人
的
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
、
「
現
代
に
お
い
て
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（
1
7
）
は
、
人
の
知
識
や
才
能
は
、
ま
す
ま
す
生
産
力
向
上
の
決
定
的
要
素
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
「
人
才
」
観
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
高
等
教
育
に
よ
る
高
度
な
人
材
の
育
成
、
お
よ
び
、
そ
の
た
め
の
基
礎
教
育
と
な
る
初
等
中
等
教
育
へ
と
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
経
済
界
が
求
め
て
い
る
の
は
、
将
来
の
経
済
発
展
に
寄
与
し
う
る
人
材
で
あ
り
、
特
定
の
知
識
や
技
能
だ
け
を
身
に
付
け
た
応
用
力
の
な
い
融
通
の
き
か
な
い
人
物
で
は
な
く
、
創
造
性
に
優
れ
、
適
応
力
に
長
け
た
優
秀
な
人
材
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
量
の
学
習
、
暗
記
に
よ
っ
て
学
力
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
真
に
才
能
豊
か
な
人
材
で
あ
る
。
　
ま
た
、
中
国
は
社
会
主
義
経
済
の
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
中
国
に
お
け
る
教
育
改
革
に
様
々
な
格
差
を
生
み
出
し
つ
つ
、
近
年
の
急
速
な
教
育
機
会
の
普
及
を
も
実
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
語
の
「
共
産
」
と
は
、
生
産
手
段
の
公
有
に
よ
る
生
産
関
係
の
組
み
換
え
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
富
を
全
て
の
国
民
に
平
等
に
分
配
し
、
自
由
に
私
有
さ
せ
る
の
が
天
（
国
家
）
の
役
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
割
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
牧
野
篤
（
二
〇
〇
六
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
分
配
の
平
等
は
所
有
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
誰
も
が
富
の
分
配
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
反
面
、
個
人
の
力
に
よ
っ
て
富
の
所
有
と
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
と
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る
の
で
、
様
々
な
格
差
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
。
　
大
義
と
し
て
平
等
な
富
の
分
配
が
目
指
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
個
人
の
力
に
よ
っ
て
富
の
所
有
と
拡
大
と
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
、
こ
の
社
会
主
義
経
済
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
は
、
富
め
る
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、
貧
し
い
者
は
ま
す
ま
す
貧
困
化
し
て
し
ま
う
。
経
済
発
展
を
中
心
と
し
た
国
家
に
お
い
て
格
差
を
伴
っ
た
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
を
支
え
る
学
歴
社
会
で
は
、
国
民
は
そ
の
制
度
内
で
自
ら
の
生
活
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
実
利
的
な
思
考
と
行
動
と
を
起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
者
が
大
学
、
特
に
有
名
大
学
へ
の
進
学
を
熱
望
す
る
よ
う
に
な
る
。
　
ま
た
、
中
国
で
は
、
市
場
経
済
へ
の
転
換
が
人
々
の
生
活
を
変
え
て
い
く
に
つ
れ
、
人
材
観
、
教
育
観
が
大
き
く
変
容
し
て
い
っ
た
。
74東洋文化研究9号
そ
れ
と
共
に
、
拝
金
主
義
、
個
人
主
義
、
自
由
主
義
的
な
考
え
方
が
幅
を
利
か
せ
、
そ
れ
ら
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
都
市
部
に
お
け
る
競
争
原
理
に
基
づ
く
学
歴
社
会
の
形
成
と
い
う
形
で
表
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
学
歴
社
会
が
従
来
の
計
画
経
済
時
代
に
は
軽
視
さ
れ
、
国
民
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
が
不
十
分
で
あ
っ
た
学
校
教
育
を
取
り
込
む
形
で
形
成
さ
れ
た
た
め
に
、
熾
烈
な
進
学
競
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
有
名
大
学
へ
の
進
学
以
外
に
立
身
出
世
の
手
段
を
持
た
な
い
都
市
部
の
人
々
が
子
ど
も
の
将
来
へ
期
待
を
か
け
て
、
「
有
名
大
学
入
学
」
と
い
う
た
だ
一
つ
の
目
的
の
た
め
に
湛
進
し
て
し
ま
う
こ
と
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
主
義
国
に
お
い
て
も
、
教
育
が
平
等
な
社
会
の
構
築
に
必
ず
し
も
貢
献
せ
ず
、
む
し
ろ
不
平
等
な
社
会
を
生
み
出
す
役
割
を
も
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
国
民
に
と
っ
て
教
育
は
将
来
へ
の
投
資
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
国
民
感
情
と
さ
ら
な
る
経
済
成
長
、
経
済
発
展
を
願
う
政
府
と
の
間
で
、
才
能
教
育
は
両
者
の
期
待
を
背
負
い
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
才
能
教
育
は
一
部
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
特
殊
性
、
お
よ
び
平
等
性
の
問
題
か
ら
広
く
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
性
質
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
公
の
も
の
と
し
て
法
的
に
は
許
容
で
き
な
い
と
い
う
事
情
が
見
え
隠
れ
す
る
が
、
国
家
の
経
済
発
展
の
た
め
に
は
必
要
な
施
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
経
緯
や
政
治
家
の
発
言
か
ら
読
み
取
れ
る
。
人
的
資
源
の
開
発
に
発
展
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
中
国
の
、
本
音
と
建
前
論
で
あ
る
。
　
こ
れ
と
は
性
質
を
異
に
す
る
潮
流
が
存
在
す
る
の
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
才
能
教
育
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
資
本
主
義
社
会
で
あ
り
、
伝
統
的
に
教
育
は
個
人
の
た
め
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
個
々
人
に
適
し
た
教
育
内
容
を
提
供
す
る
こ
と
が
正
義
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
と
し
て
の
選
抜
的
な
中
等
教
育
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
る
以
前
に
、
産
業
社
会
の
要
請
に
基
づ
く
近
代
的
人
材
養
成
の
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
た
め
に
、
西
欧
諸
国
の
よ
う
に
支
配
階
級
に
よ
る
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
リ
ー
ト
教
育
が
定
着
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
中
国
と
同
様
に
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
時
期
に
は
才
能
教
育
は
国
家
の
発
展
の
た
め
に
存
在
し
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
に
お
い
て
も
、
才
能
教
育
の
対
象
者
に
は
白
人
中
産
階
級
の
家
庭
出
身
者
が
多
い
と
い
う
問
　
　
（
2
1
）
題
も
あ
る
。
　
次
節
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
経
緯
を
追
い
な
が
ら
、
中
国
と
は
異
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
才
能
教
育
が
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
検
証
し
た
い
。
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2
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
才
能
教
育
2
1
1
　
近
年
の
経
緯
　
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
才
能
教
育
が
そ
の
歴
史
に
登
場
し
た
の
は
一
九
五
七
年
で
あ
り
、
ま
ず
は
国
家
の
た
め
の
人
材
育
成
・
英
才
教
育
へ
の
着
目
か
ら
始
ま
っ
た
。
旧
ソ
連
が
人
口
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
技
術
的
敗
北
感
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
は
科
学
技
術
の
分
野
で
の
人
材
育
成
が
叫
ば
れ
、
国
力
増
強
の
た
め
に
学
力
水
準
を
上
げ
る
た
め
の
高
度
な
内
容
を
扱
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
起
こ
っ
た
。
特
に
数
学
・
理
科
の
分
野
で
の
大
学
進
学
を
促
進
す
る
早
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数
導
入
さ
れ
、
連
邦
資
金
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
才
能
教
育
は
、
主
に
国
家
の
た
あ
の
人
材
育
成
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
個
人
の
持
つ
才
能
を
伸
長
す
る
教
育
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
エ
リ
ー
ト
教
育
・
英
才
教
育
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
公
民
権
運
動
が
高
揚
し
、
そ
の
基
本
概
念
と
し
て
「
平
等
」
が
重
要
視
さ
れ
、
人
々
の
関
心
が
英
才
教
育
か
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
貧
困
層
の
た
め
の
補
償
教
育
に
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
、
才
能
教
育
は
白
人
中
産
階
級
の
割
合
が
高
く
、
中
心
的
認
定
基
準
と
し
て
知
能
検
査
が
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
「
不
平
等
」
で
あ
る
と
し
て
攻
撃
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
人
種
的
・
社
会
的
．
経
済
的
に
不
利
な
層
が
認
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
対
し
て
、
社
会
的
公
正
さ
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
だ
が
、
一
九
六
五
年
の
初
等
中
等
教
育
法
（
E
S
E
A
）
の
タ
イ
ト
ル
ー
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
才
能
児
が
普
通
教
育
の
範
疇
で
は
「
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
」
を
持
ち
、
「
教
育
上
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
」
と
し
て
定
義
付
け
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
学
習
に
財
政
的
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
に
は
連
邦
議
会
が
E
S
E
A
改
正
案
に
「
英
才
・
才
能
児
に
関
す
る
条
項
」
を
含
め
、
そ
れ
以
降
全
米
で
才
能
教
育
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
そ
し
て
、
一
九
七
二
年
に
連
邦
教
育
省
よ
り
い
わ
ゆ
る
「
マ
ー
ラ
ン
ド
報
告
」
（
ζ
p
二
9
巳
幻
昌
o
詳
）
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
才
能
教
育
を
総
合
的
に
分
析
し
た
も
の
で
、
一
部
の
限
定
さ
れ
た
者
（
す
べ
て
の
才
能
児
の
う
ち
、
才
能
開
発
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
の
は
3
～
5
％
の
み
）
が
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
才
能
の
定
義
を
広
げ
、
も
っ
と
多
く
の
生
徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
才
能
教
育
の
拡
大
・
発
展
を
勧
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
専
門
的
な
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
た
め
の
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
を
提
供
す
る
た
め
に
、
一
九
七
五
年
に
連
邦
教
育
局
に
「
英
才
・
才
能
部
」
が
開
設
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
ま
で
に
5
0
州
全
て
が
才
能
教
育
に
関
す
る
法
令
を
定
め
、
多
く
の
州
が
割
当
金
を
計
上
し
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
一
年
に
「
総
括
的
予
算
調
整
法
」
に
よ
っ
て
基
金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
英
才
・
才
能
部
は
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
才
能
教
育
と
他
の
2
9
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
つ
に
し
て
、
4
0
％
以
上
の
基
金
を
削
減
し
て
し
ま
っ
た
の
で
転
羅
。
背
景
と
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
発
足
し
た
一
九
八
一
年
と
い
う
年
は
、
双
子
の
赤
字
と
呼
ば
れ
る
貿
易
赤
字
と
財
政
赤
字
が
財
政
を
圧
迫
し
て
お
り
、
連
邦
予
算
自
体
が
削
減
さ
れ
、
ま
た
、
「
小
さ
な
政
府
」
を
目
指
す
新
連
邦
主
義
政
策
が
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
、
一
九
八
三
年
に
、
連
邦
審
議
会
の
報
告
書
『
危
機
に
立
つ
国
家
－
教
育
改
革
へ
の
至
上
命
令
』
が
ア
メ
リ
カ
経
済
の
再
生
を
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
子
ど
も
が
「
卓
越
」
を
追
求
す
る
教
育
、
つ
ま
り
、
全
体
の
学
力
向
上
が
提
言
さ
れ
た
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こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
　
す
な
わ
ち
、
同
報
告
書
の
「
勧
告
E
」
に
お
い
て
、
「
連
邦
政
府
は
各
州
、
各
自
治
体
と
協
力
し
て
才
能
児
、
社
会
的
・
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
生
徒
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
お
よ
び
英
語
以
外
の
言
語
を
母
国
語
と
す
る
生
徒
、
心
身
障
害
者
な
ど
の
特
定
集
団
の
生
徒
の
二
i
ズ
を
満
た
す
よ
う
に
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
合
体
す
れ
ば
国
の
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
ま
た
、
最
も
危
機
に
瀕
し
た
子
ど
も
で
あ
る
」
と
し
、
教
育
改
革
実
現
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
勧
告
に
は
才
能
児
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
才
能
児
よ
り
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
貧
困
層
の
低
学
力
問
題
解
消
が
優
先
課
題
と
さ
れ
た
た
あ
に
、
こ
の
時
期
、
才
能
教
育
そ
れ
自
体
は
充
分
に
進
展
し
た
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
選
抜
を
伴
う
こ
と
か
ら
エ
リ
ー
ト
主
義
と
批
判
さ
れ
、
現
実
に
は
一
部
の
者
の
み
を
対
象
と
し
た
こ
と
か
ら
資
源
配
分
の
不
平
等
さ
が
指
摘
さ
れ
、
他
に
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
貧
困
層
の
参
加
率
の
低
さ
等
に
よ
り
、
多
く
の
才
能
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
廃
止
・
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
批
判
を
受
け
て
、
一
九
八
八
年
に
連
邦
議
会
に
よ
り
先
述
し
た
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
に
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
貧
困
者
に
対
す
る
配
慮
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
者
達
へ
の
法
的
基
盤
が
整
っ
た
。
こ
の
法
を
境
に
し
て
、
才
能
教
育
の
意
義
・
内
容
に
劇
的
な
変
化
が
生
じ
た
。
そ
れ
ま
で
I
Q
の
高
い
恵
ま
れ
た
子
ど
も
の
た
め
の
特
別
教
育
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
た
才
能
教
育
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
法
の
通
過
に
よ
り
、
対
象
を
広
げ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
貧
困
者
を
含
む
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
の
様
々
な
才
能
を
伸
ば
す
教
育
へ
と
そ
の
理
念
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
才
能
児
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
資
格
は
連
邦
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
州
レ
ベ
ル
で
の
政
策
方
針
に
よ
っ
て
法
律
や
規
則
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
行
政
規
則
（
o
o
鳥
①
）
ま
で
様
々
で
あ
る
た
め
、
州
や
地
方
学
区
に
よ
っ
て
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。
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ま
た
、
理
念
と
し
て
、
才
能
児
は
特
別
な
援
助
を
必
要
と
す
る
「
教
育
上
恵
ま
れ
な
い
」
子
ど
も
達
と
さ
れ
て
お
り
、
「
障
害
を
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）
っ
た
子
ど
も
達
と
同
一
視
さ
れ
、
特
殊
教
育
（
ω
b
8
芭
①
9
。
讐
δ
づ
）
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
政
府
は
障
害
児
の
た
め
の
法
定
要
件
と
同
様
の
も
の
は
才
能
児
に
関
し
て
は
定
め
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
才
能
児
は
、
能
力
に
見
合
っ
た
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
法
的
保
障
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
を
た
ど
っ
て
き
た
才
能
教
育
で
あ
る
が
、
む
ろ
ん
、
現
在
で
も
制
度
的
に
は
英
才
教
育
・
エ
リ
ー
ト
教
育
と
し
て
の
枠
組
み
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
能
力
の
開
花
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
才
能
教
育
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
、
性
質
や
目
的
の
異
な
る
大
き
な
二
つ
の
潮
流
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
ど
の
よ
う
な
実
践
の
形
態
が
あ
る
の
か
を
、
次
に
ご
く
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
2
－
2
　
才
能
教
育
の
形
態
　
学
校
教
育
に
お
け
る
才
能
教
育
の
実
践
方
法
は
、
中
国
と
同
様
に
、
大
き
く
分
け
て
「
早
修
」
と
「
拡
充
」
と
に
分
類
さ
れ
る
。
早
修
は
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
性
が
高
く
、
資
源
に
応
じ
て
選
抜
者
の
数
を
恣
意
的
に
決
め
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
心
理
的
な
面
で
は
、
年
齢
よ
り
上
の
学
年
で
学
ぶ
と
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
精
神
的
に
違
い
が
あ
り
す
ぎ
て
う
ま
く
付
き
合
え
な
い
、
特
別
扱
い
に
よ
っ
て
傲
慢
に
な
り
が
ち
で
あ
る
、
早
く
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
、
知
識
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
I
Q
の
才
能
児
は
、
知
能
が
人
格
の
発
達
を
凌
駕
し
て
し
ま
う
の
で
感
情
が
不
安
定
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
学
校
で
の
通
常
授
業
は
大
変
退
屈
で
、
周
り
の
生
徒
と
の
知
的
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
精
神
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
面
か
ら
知
能
に
見
合
っ
た
「
最
適
の
処
遇
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
（
教
育
上
恵
ま
れ
な
い
生
徒
と
し
て
）
と
す
る
考
え
方
が
早
修
を
支
え
て
い
る
。
野添中国の才能教育の現状と課題79
　
一
方
、
拡
充
は
、
単
純
な
理
解
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、
対
処
方
法
や
問
題
解
決
法
な
ど
を
、
生
徒
自
ら
に
考
え
さ
せ
る
高
次
の
思
考
の
　
8
0
発
達
を
意
図
し
て
い
る
。
中
国
の
拡
充
と
方
法
論
と
し
て
は
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
大
き
な
相
違
点
は
、
個
人
の
能
力
の
開
花
を
目
指
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
根
深
い
人
種
問
題
が
あ
り
、
社
会
的
．
文
化
的
．
言
語
的
に
不
利
な
生
　
究
徒
堤
教
育
を
通
是
社
会
的
上
昇
の
機
会
が
提
供
・
れ
な
け
れ
ば
な
象
い
・
い
量
方
が
あ
蓋
…
償
で
能
力
の
開
花
を
畑
援
助
し
た
、
個
々
の
学
習
丁
ズ
に
A
口
わ
せ
た
プ
。
グ
フ
ム
の
提
供
で
あ
る
。
そ
れ
が
．
」
の
拡
充
モ
デ
ル
で
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
が
、
鮮
レ
ン
ズ
ー
リ
が
提
唱
し
た
ω
国
ζ
（
ω
号
o
o
一
鼠
α
①
国
霞
8
げ
巨
①
暮
ζ
o
α
①
一
　
全
校
拡
充
モ
デ
ル
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
才
能
児
と
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
さ
れ
た
一
部
の
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
お
り
、
才
能
教
育
と
普
通
教
育
と
を
連
携
さ
せ
た
試
み
で
あ
る
。
　
拡
充
の
場
合
、
初
等
教
育
段
階
の
学
習
形
態
と
し
て
は
、
認
定
さ
れ
た
科
目
の
時
だ
け
週
に
ー
コ
マ
か
ら
4
コ
マ
程
度
取
り
出
し
授
業
と
な
る
だ
け
な
の
で
、
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
孤
立
す
る
こ
と
な
く
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
交
流
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
精
神
が
発
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
具
体
的
な
教
育
方
法
は
学
区
単
位
の
教
育
委
員
会
が
決
定
し
、
学
区
共
通
の
基
本
的
な
枠
組
み
の
範
囲
内
で
各
々
の
学
校
に
あ
る
程
度
の
自
由
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
々
の
学
校
は
、
そ
の
方
針
、
特
色
、
地
域
性
に
従
っ
て
独
自
の
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
　
次
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
才
能
教
育
が
抱
え
る
人
種
的
平
等
性
の
問
題
を
中
心
に
、
そ
れ
を
解
消
す
べ
く
、
ど
の
よ
う
な
努
力
が
あ
っ
た
の
か
を
概
観
し
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
才
能
教
育
の
意
義
を
考
察
し
た
い
。
2
1
3
　
人
種
的
平
等
性
の
問
題
　
ア
メ
リ
カ
の
教
育
は
、
多
様
な
学
生
集
団
の
様
々
な
教
育
二
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
地
方
分
権
制
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。
連
邦
政
府
の
役
割
は
、
国
家
と
し
て
の
指
針
を
示
し
、
財
政
援
助
を
行
う
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
教
育
に
関
す
る
基
本
的
方
針
は
州
に
付
与
さ
れ
、
ま
た
、
学
校
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る
具
体
的
権
限
は
、
地
方
学
区
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
才
能
教
育
の
あ
り
方
も
ま
た
州
ご
と
に
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
よ
う
に
英
才
教
育
の
流
れ
を
汲
、
む
も
の
、
純
粋
に
個
人
の
能
力
の
開
花
を
追
及
す
る
も
の
、
平
等
性
追
及
の
た
め
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
障
害
児
に
目
を
向
け
、
補
償
的
色
彩
を
も
つ
も
の
等
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
各
州
の
教
育
観
は
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
中
国
と
同
様
に
教
育
を
社
会
的
成
功
の
道
具
と
し
て
み
な
し
て
い
る
点
、
才
能
教
育
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
る
批
判
的
思
考
力
、
問
題
解
決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
次
の
思
考
力
と
し
て
評
価
す
る
能
力
観
、
そ
し
て
、
画
一
的
な
教
育
観
を
生
む
全
体
主
義
で
は
な
く
、
個
人
主
義
を
大
切
に
考
え
て
い
る
点
等
で
あ
る
。
　
ア
メ
リ
カ
の
近
代
教
育
シ
ス
テ
ム
で
は
、
子
ど
も
を
将
来
の
社
会
的
役
割
に
向
け
て
よ
り
効
率
的
に
教
育
す
る
た
め
に
、
学
力
テ
ス
　
縣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
ト
等
で
判
別
さ
れ
る
「
適
性
」
の
伸
長
を
目
指
し
た
多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
し
な
が
ら
、
学
校
が
社
会
的
不
平
等
を
再
生
産
さ
せ
る
装
置
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
現
状
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
　
漂
考
え
方
は
時
と
し
て
教
育
の
平
等
性
に
関
し
て
矛
盾
を
露
呈
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
達
を
学
力
試
験
や
I
Q
獄
な
ど
で
選
別
し
、
異
な
る
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
教
育
に
よ
っ
て
将
来
的
な
制
約
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
　
酌
危
惧
を
は
ら
む
の
で
あ
る
・
こ
こ
に
・
中
国
と
同
様
に
・
選
別
を
伴
う
才
能
教
育
に
対
し
て
の
制
度
的
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
亀
　
融
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
　
教
育
機
会
の
不
平
等
に
よ
る
社
会
的
不
平
等
の
再
生
産
と
い
う
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、
教
育
の
機
会
に
注
目
し
た
教
育
政
　
邸
策
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
才
能
教
育
も
こ
の
問
題
に
対
処
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
ジ
ャ
ビ
　
中
ッ
ツ
法
の
制
定
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
1
　
こ
の
法
律
に
は
、
「
経
済
的
に
不
利
な
家
族
、
不
利
な
地
域
出
身
の
生
徒
、
そ
し
て
英
語
運
用
能
力
に
問
題
が
あ
る
生
徒
が
才
能
児
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
と
し
て
認
定
さ
れ
ず
、
十
分
な
、
ま
た
は
適
切
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
（
即
ピ
」
O
O
I
留
8
ω
Φ
ρ
自
O
卜
。
曽
（
ω
）
）
こ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
ア
ラ
ス
カ
原
住
民
、
黒
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
等
の
数
の
不
均
衡
が
反
映
さ
れ
て
い
て
、
知
能
検
査
重
視
の
伝
統
的
評
価
方
法
で
は
認
定
さ
れ
な
い
才
能
児
の
認
定
に
、
こ
の
法
律
は
最
　
　
　
　
　
（
2
8
）
優
先
権
を
与
え
た
。
そ
し
て
同
年
に
、
タ
イ
ト
ル
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
E
S
E
A
の
修
正
条
項
（
勺
』
°
一
〇
〇
－
b
。
㊤
メ
目
置
Φ
H
＜
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
勺
9
・
詳
し
u
）
の
下
で
、
「
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
才
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
少
な
く
と
も
半
分
を
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
含
ま
れ
た
経
済
的
に
不
利
な
生
徒
を
支
援
す
る
教
育
活
動
に
割
り
当
て
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
一
－
二
〇
〇
二
年
に
行
わ
れ
た
才
能
教
育
に
関
す
る
調
査
結
果
を
見
る
限
り
、
才
能
教
育
の
制
度
に
お
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
る
理
念
と
実
践
レ
ベ
ル
で
の
ズ
レ
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
才
能
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
比
率
が
高
い
の
は
白
人
（
O
曽
琴
曽
巴
磐
）
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
、
州
ご
と
に
多
い
順
に
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、
母
集
団
と
し
て
公
立
学
校
在
籍
率
を
表
し
て
い
る
。
）
す
な
わ
ち
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
9
2
％
（
不
明
）
、
カ
ン
ザ
ス
州
9
1
％
（
7
8
％
）
、
モ
ン
タ
ナ
州
90
刀
i
8
7
％
）
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
ー
州
8
3
％
（
6
1
％
）
、
ア
ラ
バ
マ
州
8
3
％
（
6
1
％
）
で
あ
る
。
他
州
に
お
い
て
も
白
人
の
割
合
が
相
対
的
に
高
い
。
一
方
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
生
徒
の
う
ち
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
参
加
比
率
が
高
い
州
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
3
4
％
（
4
8
％
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
1
4
％
（
3
8
％
）
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
2
7
％
（
4
2
％
）
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
2
6
％
（
5
1
％
）
に
と
ど
ま
り
、
学
校
在
籍
率
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
　
他
に
は
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
自
閉
症
や
学
習
障
害
を
抱
え
る
生
徒
の
た
め
の
才
能
教
育
も
存
在
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
学
習
障
害
等
の
発
達
障
害
児
も
対
象
と
す
る
特
別
支
援
教
育
の
一
環
と
し
て
、
優
れ
た
才
能
も
障
害
も
脳
の
領
域
固
有
の
機
能
と
し
て
多
義
的
に
捉
え
、
両
者
を
同
一
の
領
域
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
才
能
児
、
お
よ
び
学
習
障
害
児
の
教
育
の
あ
り
方
に
新
た
な
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可
能
性
を
見
出
そ
う
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
移
民
国
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
教
育
の
大
衆
化
を
推
進
す
る
過
程
で
、
人
種
・
民
族
的
、
言
語
や
文
化
的
、
そ
し
て
社
会
経
済
的
に
多
様
な
生
徒
の
様
々
な
教
育
二
i
ズ
に
応
え
よ
う
と
し
て
き
た
努
力
が
、
才
能
教
育
の
試
み
の
中
に
も
見
て
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
人
種
的
平
等
性
の
根
本
的
な
問
題
解
決
の
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
一
定
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
公
立
学
校
が
個
人
の
能
力
の
自
由
な
開
花
を
支
援
す
る
教
育
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
大
原
則
を
放
棄
し
た
と
き
、
学
校
教
育
が
社
会
的
不
平
等
の
再
生
産
を
加
速
す
る
危
険
性
が
か
え
っ
て
増
す
か
ら
で
あ
る
。
　
以
上
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
両
国
の
才
能
教
育
の
経
緯
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
方
針
、
お
よ
び
才
能
教
育
の
あ
り
方
・
方
向
性
、
そ
し
て
、
社
会
的
事
象
と
の
関
連
を
見
て
き
た
が
、
才
能
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
中
で
独
自
の
意
義
や
役
割
を
持
ち
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
次
節
に
お
い
て
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
才
能
教
育
の
問
題
点
を
確
認
し
た
上
で
・
日
本
の
教
育
に
お
け
る
平
等
性
の
問
題
を
考
察
し
・
駄
日
本
へ
の
示
唆
を
提
示
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺
　
　
　
　
　
　
3
日
本
の
教
育
へ
の
示
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餉
ー
中
国
と
ア
・
・
カ
の
才
能
警
の
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
　
ま
ず
は
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
才
能
教
育
の
問
題
点
を
整
理
し
て
み
た
い
。
中
国
に
は
、
先
述
し
た
問
題
点
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
　
廊
問
題
点
も
あ
る
。
国
と
し
て
の
定
義
や
理
論
、
枠
組
み
、
法
的
根
拠
が
存
在
せ
ず
、
実
験
校
が
点
在
す
る
だ
け
で
、
そ
こ
で
は
・
学
校
　
中
間
で
の
情
報
の
共
有
や
方
法
論
の
交
換
が
行
わ
れ
て
は
い
る
が
、
各
々
の
学
校
が
独
自
の
基
準
、
独
自
の
方
法
で
才
能
教
育
を
行
っ
て
　
8
3
い
る
に
過
ぎ
ず
、
体
制
的
に
弱
い
。
ま
た
、
中
国
は
超
大
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
の
才
能
の
開
花
を
目
指
す
拡
充
タ
イ
プ
の
才
能
教
育
よ
り
も
、
早
修
ば
か
り
に
目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
「
国
家
の
発
展
」
と
い
う
大
義
に
基
づ
い
て
才
能
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
教
育
が
未
だ
に
成
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
　
そ
し
て
、
中
国
に
お
い
て
才
能
教
育
が
批
判
さ
れ
る
根
本
的
な
原
因
は
、
才
能
教
育
の
存
在
理
由
と
し
て
社
会
的
な
要
請
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
し
ま
い
、
個
人
の
教
育
要
求
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
社
会
的
要
請
に
個
人
を
従
属
さ
せ
て
き
た
中
国
の
才
能
教
育
に
し
ろ
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
時
の
ア
メ
リ
カ
で
の
才
能
教
育
に
し
ろ
、
教
育
の
原
理
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
こ
の
比
重
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
に
、
社
会
か
ら
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
法
制
定
が
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
理
念
と
実
践
レ
ベ
ル
で
の
ズ
レ
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
法
的
効
力
が
弱
い
こ
と
は
否
あ
な
い
。
ま
た
、
地
方
財
産
税
で
賄
わ
れ
る
学
校
は
、
州
や
学
区
ご
と
に
教
育
の
質
に
歴
然
と
し
た
格
差
が
存
在
し
、
教
育
内
容
に
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
裕
福
な
地
域
ほ
ど
才
能
教
育
に
熱
心
で
あ
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
生
徒
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
、
日
本
の
現
状
を
整
理
し
、
日
本
独
特
の
平
等
観
を
考
察
し
た
後
に
、
今
後
の
日
本
の
才
能
教
育
の
あ
り
方
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
た
い
。
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1
2
　
日
本
の
潜
在
的
な
才
能
教
育
の
現
状
　
日
本
は
、
明
治
時
代
以
降
、
国
家
が
エ
リ
ー
ト
教
育
を
推
進
し
た
と
い
う
経
緯
を
も
つ
。
複
線
型
学
校
体
系
を
創
設
し
、
旧
帝
国
大
学
の
よ
う
な
特
定
の
高
等
教
育
機
関
卒
業
者
に
対
し
て
、
社
会
的
特
権
と
役
割
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
政
治
的
平
等
化
が
進
み
、
教
育
の
民
主
化
が
起
き
た
。
そ
の
た
め
、
少
数
者
に
特
権
を
与
え
る
エ
リ
ー
ト
教
育
の
理
念
が
否
定
さ
れ
、
大
衆
教
育
が
台
頭
し
た
。
こ
の
教
育
の
大
衆
化
は
、
エ
リ
ー
ト
教
育
を
潜
行
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
公
式
の
エ
リ
ー
ト
教
育
は
顕
在
化
し
な
く
な
っ
た
が
、
義
務
教
育
終
了
後
の
受
験
を
伴
っ
た
学
校
選
択
が
、
実
は
エ
リ
ー
ト
教
育
の
存
続
で
あ
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
ご
く
少
数
の
者
の
み
が
入
学
を
許
さ
れ
る
偏
差
値
の
高
い
有
名
高
校
、
大
学
と
い
っ
た
、
一
部
の
学
力
上
位
校
内
で
行
わ
れ
て
い
る
機
能
的
な
レ
ベ
ル
で
の
エ
リ
ー
ト
教
育
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
は
制
度
的
に
は
才
能
教
育
は
存
在
し
な
い
が
、
現
実
に
は
社
会
的
に
隠
蔽
さ
れ
た
、
一
部
の
者
を
対
象
と
し
た
エ
リ
ー
ト
教
育
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る
才
能
教
育
は
、
学
力
に
よ
る
学
校
間
格
差
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
学
校
は
、
中
国
で
い
え
ば
重
点
学
校
、
ア
メ
リ
カ
で
い
え
ば
、
私
立
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
（
寄
宿
制
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
で
の
教
育
に
該
当
す
る
。
　
そ
し
て
、
現
在
で
は
、
学
校
選
択
性
や
教
育
特
区
で
の
様
々
な
試
み
、
政
府
の
実
験
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
S
H
）
、
ス
ー
パ
i
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
E
L
H
i
）
、
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
理
科
・
英
語
学
習
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
、
様
々
な
試
み
が
文
部
科
学
省
主
導
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
容
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
拡
充
タ
イ
プ
の
才
能
教
育
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
生
徒
の
才
能
を
個
別
に
認
識
し
て
伸
ば
す
」
と
い
う
意
図
が
見
受
け
ら
れ
、
事
実
上
、
文
部
科
学
省
が
異
な
っ
た
名
称
で
、
認
定
・
選
別
を
伴
わ
な
い
、
あ
る
種
の
才
能
教
育
を
推
進
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
、
S
S
H
や
S
E
L
H
i
は
対
象
校
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
対
象
者
が
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
期
間
限
定
の
試
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
教
育
政
策
と
し
て
広
く
根
付
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
結
局
は
大
学
受
験
の
た
め
の
準
備
教
育
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
も
否
め
な
い
。
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1
3
　
日
本
の
教
育
に
お
け
る
平
等
性
と
は
　
日
本
は
、
形
式
的
な
平
等
性
を
重
ん
じ
る
社
会
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
苅
谷
（
一
九
九
四
）
は
、
教
育
に
お
け
る
最
適
な
処
遇
の
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
序
列
の
下
位
に
置
か
れ
た
者
達
の
劣
等
感
と
の
関
係
に
お
い
て
、
生
徒
の
差
別
観
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
の
差
別
観
を
生
ま
な
い
教
育
が
望
ま
し
い
と
す
る
差
別
教
育
観
の
上
に
、
能
力
の
固
定
性
を
批
判
す
る
能
力
観
が
結
び
つ
い
た
と
分
　
　
　
（
3
3
）
析
し
て
い
る
。
そ
の
教
育
観
で
は
、
個
人
の
能
力
差
や
成
績
の
差
異
を
基
準
と
し
た
差
異
的
処
遇
が
、
そ
の
ま
ま
差
別
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
苅
谷
に
よ
れ
ば
、
「
能
力
主
義
と
の
出
会
い
を
経
て
、
素
朴
な
差
別
教
育
観
は
〈
不
平
等
〉
問
題
へ
の
視
線
を
弱
め
、
能
力
差
に
基
づ
く
差
別
観
を
心
情
的
に
問
題
と
す
る
見
方
へ
と
変
質
す
る
。
そ
の
結
果
、
教
育
に
お
け
る
〈
不
平
等
〉
問
題
は
死
角
に
追
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈎
）
い
や
ら
れ
た
ま
ま
、
…
…
能
力
主
義
的
1
差
別
観
が
、
私
た
ち
の
教
育
認
識
の
基
底
を
な
す
よ
う
に
な
る
。
」
。
こ
の
よ
う
に
日
本
社
会
は
、
心
情
に
依
拠
し
た
、
あ
い
ま
い
な
能
力
主
義
の
概
念
規
定
に
留
ま
っ
て
平
等
性
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
能
力
の
差
異
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
諸
外
国
と
同
様
に
日
本
に
お
い
て
も
ロ
ー
ル
ズ
（
即
曽
を
一
ω
　
9
　
　
　
　
　
闇
）
の
『
正
義
論
』
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
基
本
的
自
由
、
（
教
育
の
）
機
会
均
等
、
お
よ
び
格
差
原
理
（
恵
ま
れ
た
者
は
、
最
も
恵
ま
れ
な
い
者
の
利
益
を
増
大
す
る
よ
う
な
と
き
に
の
み
、
恵
ま
れ
た
者
と
し
て
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
原
理
）
と
い
う
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
は
、
こ
の
格
差
原
理
を
用
い
て
、
才
能
に
恵
ま
れ
た
者
の
よ
り
大
き
な
能
力
を
共
同
の
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
利
性
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
社
会
的
資
産
と
み
な
す
、
と
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
の
才
能
や
努
力
を
社
会
の
集
合
的
資
産
、
な
い
し
は
共
有
資
産
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
平
等
主
義
的
性
格
に
共
感
す
る
ク
ロ
ン
マ
ン
（
国
胃
8
日
簿
P
＞
°
日
゜
）
は
、
こ
う
し
た
個
人
の
能
力
を
共
通
の
資
産
と
し
て
捉
え
る
概
念
に
、
タ
レ
ン
ト
・
プ
ー
リ
ン
グ
（
け
巴
①
暮
娼
o
O
一
言
α
q
）
と
い
う
名
称
を
与
え
た
。
ク
ロ
ン
マ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
は
『
正
義
論
』
に
お
い
て
、
格
差
原
理
は
『
生
来
の
才
能
の
分
配
を
共
通
の
資
産
と
み
な
し
、
い
か
な
る
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も
の
に
な
ろ
う
と
も
、
こ
の
分
配
の
便
益
を
分
け
合
う
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
』
を
表
し
て
い
る
と
、
た
び
た
び
述
べ
て
い
る
。
還
元
す
れ
ば
、
個
人
の
才
能
と
能
力
は
共
通
フ
ァ
ン
ド
、
あ
る
い
は
プ
ー
ル
の
一
部
で
あ
り
、
各
人
は
、
そ
の
資
産
の
保
有
と
は
関
わ
り
な
く
、
そ
こ
か
ら
平
等
な
分
け
前
を
受
け
取
る
権
利
を
も
つ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
献
身
す
る
こ
と
を
ロ
ー
ル
ズ
の
格
差
原
理
は
表
し
て
（
3
6
）
い
る
。
」
　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
才
能
教
育
に
あ
て
は
め
て
み
る
な
ら
ば
、
才
能
教
育
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
将
来
的
に
社
会
に
還
元
す
れ
ば
、
才
能
の
保
持
、
お
よ
び
選
別
的
な
教
育
に
対
し
て
正
当
性
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
論
は
、
西
欧
諸
国
の
人
々
に
と
っ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
容
易
な
教
育
哲
学
で
あ
っ
て
も
、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
独
特
の
平
等
観
か
ら
異
論
を
唱
え
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
日
本
に
お
け
る
平
等
観
は
、
苅
谷
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
心
情
に
依
拠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
日
本
の
学
校
に
は
、
学
歴
、
学
校
歴
に
よ
る
日
本
独
特
の
階
層
原
理
が
存
在
す
る
が
、
現
在
の
日
本
の
公
立
学
校
制
度
は
、
全
て
の
経
済
的
階
層
に
等
し
く
開
か
れ
て
お
り
、
平
等
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
日
本
独
特
の
平
等
観
が
才
能
の
芽
を
摘
み
、
公
立
学
校
の
質
の
低
下
を
招
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
公
立
学
校
が
平
等
主
義
に
と
ら
わ
れ
、
才
能
に
恵
ま
れ
た
生
徒
を
放
置
し
、
適
切
な
教
育
を
提
供
で
き
ず
に
き
た
こ
と
が
、
公
立
学
校
離
れ
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
諸
個
人
の
能
力
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
学
校
制
度
が
諸
個
人
を
能
力
に
よ
っ
て
既
存
の
社
会
的
分
業
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
振
り
分
け
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
、
平
等
主
義
的
観
点
か
ら
許
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
教
育
の
多
様
化
や
選
別
的
な
教
育
の
否
定
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
単
に
否
定
す
る
だ
け
で
は
、
建
設
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
よ
う
な
教
育
内
容
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
能
力
の
程
度
や
尺
度
と
い
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
教
育
が
多
様
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
発
達
の
必
要
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
内
容
を
伴
っ
た
教
育
の
機
会
が
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
能
力
の
程
度
に
よ
る
序
列
化
野添中国の才能教育の現状と課題87
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
　
国
に
よ
っ
て
社
会
的
背
景
、
国
民
性
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
才
能
教
育
に
は
、
そ
の
国
独
自
の
あ
り
方
・
存
在
理
由
が
あ
る
こ
と
が
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
で
の
経
緯
か
ら
見
て
取
れ
た
。
才
能
教
育
は
、
国
家
の
方
針
、
経
済
状
態
、
他
国
と
の
関
係
、
国
力
等
、
様
々
な
要
因
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
国
に
適
し
た
形
で
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
I
Q
や
認
知
能
力
の
高
さ
を
評
定
し
て
少
数
者
を
選
抜
す
る
教
育
は
、
一
見
、
非
常
に
効
率
的
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
教
育
に
お
け
る
平
等
性
の
問
題
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
、
多
く
の
国
々
で
才
能
教
育
に
対
す
る
評
価
は
二
分
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
難
問
を
抱
え
る
才
能
教
育
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
型
の
拡
充
タ
イ
プ
を
採
用
し
、
日
本
独
自
の
才
能
教
育
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
る
な
ら
ば
、
才
能
教
育
は
、
日
本
社
会
に
お
い
て
も
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
社
会
に
適
し
た
才
能
教
育
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
一
般
的
な
才
能
教
育
の
方
法
で
あ
る
I
Q
の
高
さ
を
基
準
と
し
た
認
定
を
伴
っ
た
選
抜
制
度
を
採
用
せ
ず
に
、
全
て
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
、
習
熟
度
や
興
味
に
応
じ
て
、
得
意
な
領
域
を
開
花
さ
せ
る
よ
う
な
教
育
内
容
を
提
供
す
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
用
で
あ
る
と
検
証
さ
れ
た
才
能
教
育
の
方
法
論
の
み
を
、
潜
在
的
な
才
能
児
も
含
め
た
全
て
の
児
童
生
徒
の
教
育
の
個
性
化
に
活
用
す
る
の
で
あ
る
。
認
知
特
性
に
合
っ
た
学
習
方
法
は
、
生
徒
を
さ
ら
な
る
理
解
へ
と
導
く
。
　
全
て
の
子
ど
も
が
持
つ
潜
在
的
な
学
習
の
可
能
性
を
い
か
に
引
き
出
し
、
育
ん
で
い
く
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
教
育
は
、
才
能
を
選
別
す
る
教
育
で
は
な
く
、
発
達
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
教
科
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
才
能
教
育
は
そ
の
性
質
を
変
容
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
88東洋文化研究9号
め
に
、
法
の
整
備
を
行
い
、
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
資
金
の
創
出
が
重
要
で
あ
る
。
　
今
後
の
日
本
の
才
能
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
に
、
中
国
の
才
能
教
育
と
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
は
、
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。
中
国
で
は
、
早
修
に
関
し
て
は
、
全
国
的
に
は
極
め
て
不
十
分
な
が
ら
も
公
式
の
実
験
的
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
功
罪
が
検
証
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
拡
充
に
関
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
て
は
る
か
に
立
ち
後
れ
な
が
ら
も
、
実
験
的
に
一
部
の
学
校
で
試
み
ら
れ
始
め
た
の
で
、
そ
の
成
果
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
近
年
、
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
の
後
追
い
を
始
め
た
日
本
の
潜
在
的
な
才
能
教
育
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
今
後
の
動
向
を
注
目
し
続
け
る
こ
と
は
、
有
益
で
あ
ろ
う
。
野添
注
（
1
）
　
拙
著
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
教
育
に
お
け
る
才
能
教
育
の
意
義
／
　
　
多
様
性
の
中
の
特
別
支
援
教
育
と
し
て
」
『
ア
メ
リ
カ
教
育
学
　
　
会
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
〇
五
年
、
五
六
－
六
五
頁
（
2
）
　
研
究
代
表
者
杉
本
均
『
児
童
・
生
徒
の
潜
在
的
能
力
開
発
プ
　
　
ロ
グ
ラ
ム
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
化
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
』
　
　
平
成
1
5
－
1
6
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
礎
研
究
◎
②
課
題
番
　
　
号
届
α
G
。
O
α
島
研
究
成
果
報
告
書
、
楠
山
研
「
第
七
章
中
国
に
　
　
お
け
る
才
能
教
育
の
動
向
と
実
践
」
一
四
七
頁
（
3
）
　
同
上
書
、
一
四
九
頁
か
ら
の
再
引
用
（
4
）
　
大
塚
豊
「
中
国
の
才
能
教
育
」
麻
生
誠
・
岩
永
雅
也
編
『
創
　
　
造
的
才
能
教
育
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
｝
九
九
七
年
、
一
五
七
　
　
頁
か
ら
の
再
引
用
（
5
）
　
徐
漢
泉
他
「
対
超
常
教
育
的
幾
点
思
考
」
『
現
代
特
殊
教
育
・
　
　
優
才
教
育
版
』
第
五
期
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
三
－
一
四
頁
（
6
）
　
王
智
新
『
現
代
中
国
の
教
育
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
　
　
三
四
頁
（
7
）
　
前
掲
書
二
、
一
四
九
頁
（
8
）
　
前
掲
書
二
、
一
四
九
頁
（
9
）
　
松
村
暢
隆
『
ア
メ
リ
カ
の
才
能
教
育
／
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
中国の才能教育の現状と課題89
　
　
　
に
応
え
る
特
別
支
援
』
東
信
堂
の
訳
語
に
従
う
。
（
1
0
）
前
掲
書
二
、
一
五
一
頁
（
n
）
　
因
卿
づ
σ
q
一
ぐ
く
Φ
昌
N
ゴ
O
口
σ
q
　
（
国
二
〇
）
闇
設
国
侮
信
O
P
戴
O
P
O
h
Ω
一
津
Φ
ロ
　
　
㊤
巳
日
巴
①
暮
巴
○
巨
母
Φ
『
≦
匿
け
げ
Q
9
謁
。
巳
昌
〇
三
田
．
．
　
　
Q
一
h
け
Φ
α
H
昌
け
⑩
「
昌
餌
江
O
昌
㊤
ド
＜
O
一
゜
一
〇
〇
噂
＞
u
u
＞
O
鱒
匹
㊦
目
一
P
N
O
O
合
　
　
○
×
O
冒
噂
C
国
》
も
や
ω
一
①
I
Q
Q
一
刈
．
（
1
2
）
　
他
に
こ
の
用
語
を
訳
し
た
研
究
者
が
い
な
い
の
で
、
私
訳
で
　
　
　
あ
る
。
（
3
1
）
　
H
ぴ
一
血
こ
b
P
Q
o
一
刈
I
G
O
一
Q
Q
°
（
4
1
）
　
H
げ
一
畠
こ
づ
．
Q
Q
b
o
吟
（
5
1
）
　
げ
け
け
b
”
＼
＼
≦
≦
≦
°
豆
肘
①
≦
①
≦
°
O
O
日
b
昌
＼
国
ロ
ー
b
O
O
O
㎝
＼
O
㎝
I
b
o
一
－
①
＼
　
　
　
O
ゴ
一
口
ゆ
－
H
°
げ
け
白
　
（
u
σ
①
二
一
ロ
σ
q
国
①
＜
一
①
を
）
（
1
6
）
　
プ
暮
肩
＼
＼
≦
≦
≦
馬
亀
N
b
づ
＼
（
中
国
人
民
大
学
附
属
中
学
）
（
1
7
）
　
万
里
「
在
全
国
教
育
工
作
会
議
上
的
講
話
」
（
一
九
八
五
年
　
　
　
五
月
一
七
日
）
」
『
人
民
日
報
』
一
九
八
五
年
五
月
三
一
日
付
（
1
8
）
　
牧
野
篤
『
中
国
変
動
社
会
の
教
育
』
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
六
　
　
　
年
、
二
一
頁
（
1
9
）
　
同
上
書
、
二
一
頁
（
2
0
）
　
麻
生
誠
・
岩
永
雅
也
『
創
造
的
才
能
教
育
』
玉
川
大
学
出
版
　
　
　
部
、
一
九
九
七
年
、
二
九
頁
（
2
1
）
　
前
掲
書
一
（
2
2
）
　
ζ
P
二
曽
昌
9
　
G
Q
．
勺
．
国
α
犀
O
曽
け
一
〇
づ
O
h
け
げ
①
Q
罵
け
①
Ω
堕
昌
O
弓
P
一
－
　
　
　
①
ロ
け
①
9
　
幻
①
℃
O
同
け
け
O
け
げ
Φ
O
O
P
四
「
①
ω
P
　
d
．
の
゜
（
甲
O
〈
Φ
困
口
日
①
口
け
　
　
　
勺
二
冨
菖
づ
ひ
q
O
哺
一
〇
ρ
　
一
㊤
刈
b
つ
゜
ぐ
刈
P
ω
げ
一
昌
σ
q
け
O
⇒
》
U
O
°
（
％
）
　
国
O
「
9
　
　
U
O
昌
β
陣
　
閃
゜
　
9
⇒
自
　
国
9
D
円
二
ω
　
目
H
》
　
q
．
q
O
げ
昌
゜
　
　
ζ
仁
一
自
O
ロ
一
け
信
村
堕
一
〇
咤
け
①
α
国
α
‘
O
画
菖
O
⇒
闇
弓
①
㊤
O
『
①
同
の
O
O
＝
①
㈹
①
　
　
勺
胃
①
ω
o
Q
噂
一
⑩
⑩
P
Σ
Φ
≦
嘱
O
「
閃
り
や
㈹
昏
o
°
（
4
2
）
　
国
①
≦
P
同
辞
　
ぐ
く
自
鼠
P
日
い
゜
㊤
昌
傷
〇
二
蝉
口
の
閃
団
噂
ζ
帥
O
ゲ
9
D
Φ
一
U
◆
讐
　
　
国
×
O
①
℃
鉱
O
昌
卿
一
〇
『
自
α
憎
①
5
”
諺
ロ
H
ロ
け
目
O
α
‘
O
け
O
腎
図
ω
自
居
く
①
網
O
h
　
　
ω
b
①
O
一
9
一
国
血
β
O
⇔
江
O
昌
一
ζ
Φ
「
工
一
一
一
一
㊤
⑩
昏
σ
一
］
Z
Φ
≦
属
O
居
犀
゜
（
2
5
）
　
レ
ン
ズ
ー
リ
・
J
・
S
（
松
村
暢
隆
訳
）
『
個
性
と
才
能
を
　
　
　
み
つ
け
る
総
合
学
習
モ
デ
ル
』
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
　
　
　
一
年
（
2
6
）
　
田
中
圭
次
郎
『
比
較
教
育
学
の
基
礎
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
　
　
　
二
〇
〇
四
年
、
八
六
頁
（
2
7
）
d
巳
け
巴
ω
鼠
塞
ω
鐙
ε
け
Φ
ω
曽
け
雷
『
σ
q
ρ
＜
。
＝
O
・
。
ら
』
。
。
刈
゜
（
％
）
　
O
O
ヨ
ヨ
一
詳
①
①
O
ロ
ζ
一
昌
O
ユ
け
蜜
國
①
b
『
Φ
ω
①
づ
け
㊤
自
O
づ
一
口
ω
℃
①
9
巴
　
　
国
α
‘
O
陣
菖
O
昌
噂
ζ
一
ロ
O
工
け
団
ω
け
ロ
Ω
Φ
路
け
ω
一
口
ω
b
Φ
Ω
㊤
一
㊤
コ
匹
O
罵
け
①
創
　
　
　
臣
二
＄
怠
o
p
　
Z
巴
8
巴
〉
。
巴
Φ
ヨ
図
牢
。
°
・
ω
鴇
　
・
。
O
O
ド
　
　
　
≦
P
ω
げ
一
つ
σ
q
け
O
昌
讐
U
O
り
燭
．
昏
つ
刈
①
．
（
2
9
）
　
q
ロ
詳
Φ
α
ω
け
鋤
け
①
ω
の
け
9
◎
け
信
け
①
ω
㊤
け
『
四
鴨
㈹
ρ
O
や
O
一
け
こ
P
一
ω
O
°
（
3
0
）
　
悶
O
同
F
　
U
O
口
口
P
　
団
二
　
國
①
〈
①
胃
ω
一
づ
σ
q
q
冨
自
①
「
ゆ
0
7
一
①
＜
Φ
日
Φ
づ
け
　
　
　
曽
日
8
σ
q
g
h
け
巴
国
碧
犀
ω
ε
α
①
巨
ω
噂
弓
雷
筈
①
房
O
巳
①
σ
q
①
　
　
　
勺
お
ω
P
一
〇
⑩
9
乞
Φ
≦
団
o
蒔
層
眉
゜
嵩
①
か
ら
の
再
引
用
（
1
3
）
　
Z
螢
¢
O
づ
9
一
　
　
＞
o
◎
ω
O
O
一
四
菖
O
昌
　
　
h
O
憎
　
　
Q
罵
け
①
自
　
　
O
ゴ
自
α
同
①
昌
　
　
　
（
Z
＞
O
O
）
噸
ω
け
鉾
①
。
P
冨
ω
け
g
①
ω
n
Q
葬
巴
g
。
巳
弓
巴
Φ
旨
a
　
　
　
国
Ω
ロ
O
些
島
O
口
　
　
”
Φ
℃
O
憎
け
　
h
⊃
O
O
一
I
b
◎
O
O
b
コ
層
　
］
Z
＞
Ω
O
層
　
悼
O
O
Q
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”
　
　
　
ぐ
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9
0
D
げ
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づ
σ
q
け
O
P
U
O
》
b
唱
゜
刈
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野添中国の才能教育の現状と課題91
The　Present　State　of　Gifted　Education　in　China：Comparison　with　the
United　States
NOZOE　Kinuko
Key　words：gifted　education，　grade－skipping，　experimental　class　for
gifted　students，　national　human　resources，　individualization　of
education
　　　This　paper　aims　to　make　significant　suggestions　for　education　in
Japan　by　comparing　education　programs　for　gifted　students　in　China，
with　programs　in　the　United　States．　Education　programs　for　gifted
students　identify　a　small　number　of　students　on　the　basis　of　their
innate　characteristics　and　cognitive　abilities．　For　that　reason，　they
sometimes　conflict　with　the　principle　of　equality．　Gifted　education
programs　always　relate　to　the　social　background，　social　phenomenon，
and　state　policies　designed　to　foster　human　capital．　China　is　a　socialist
country　and　yet　its　primary　goal　is　economic　development．　Therefore，
gifted　education　programs　represent　a　dilemma．　This　is　because
society　is　on　the　one　hand　attaching　importance　to　an　elite　education
system，　while　on　the　other　hand　rejecting　such　systems　as　illegitimate．
In　the　U．S．，　however，　the　problem　of　racial　equality　within　a
multiracial　society　is　extremely　grave．　As　for　Japan，　it　has　problems
of　equality　which　are　different　from　those　in　the　U　S．，　namely　the
belief　in　conformity　within　education　to　the　exclusion　of　individualized
approaches．　New　types　of　gifted　education　programs　will　provide　a
greater　range　of　oPPortunities　in　Japanese　education．
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